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目 的 は ， こ の 2 つ の 課 題 を 解 決 す る 「 行 列 を 用 い た 表 記 方 法 MDM(Matrix 
Description Method)」を提案し，その有効性を確認することである．  
本論文は， 8 章で構成されており，各章の要旨は以下の通りである．  
第 1 章では，研究の背景を述べ，本研究の目的を示す．  
第 2 章では，情報システムを改修する例題を示し，その例題に フローチャート
















あることを示す．次に，この 3 つの原因を取り除く着眼を整理する．原因 -1 を取
り除く着眼は，着眼 -1 機能を記述する位置を決める，着眼 -2 情報連携を書く位
置を決める，着眼 -3  情報名をすべて書けるようにする，である．原因 -2 を取り
除く着眼は，着眼 -4 情報連携を線がなくても表現できる，着眼 -5 情報連携の向













第 4 章では，第 3 章で設定した課題を解決する表記方法として，線や矢印を使
用せずに機能間の関係を示すことができる行列を用いた表記方法 を中心に，従来
手 法 を 確 認 す る ． 具 体 的 に は ， (1 )構 造 設 計 マ ト リ ク ス (DSM:Design Structure 
Matr ix)， (2 )フ ロ ム ツ ウ チ ャ ー ト ( from-to chart)， (3)UML ア ク テ ィ ビ テ ィ 図
(Unif ied Modeling Language Activi ty Diagram)のスイムレーン，(4 )機能構成図
(DMM: Diamond Mandara Matr ix)を調査し，情報連携表記方法上の 2 つの課題
に対応している表記方法が見つからないことを確認する．  
第 5 章では，第 3 章で指摘した課題を解決する表記方法として，行列を用 いた
表記方法 MDM を提案する． MDM の考え方は，連携図の記述に関する課題に対
して， (1)機能は二次元正方行列の対角上に記述する， (2 )情報連携は発信元の機
















第 6 章では，情報システム開発に対する実用性という観点から， MDM の有効
性確認を 3 段階で行う．最初に，第 2 章の問題指摘で用いた例題を， MDM を用
いて記述することにより，フローチャート型表記方法の DFD の問題が解決され






携の収容能力が DFD より優れていることを示す．   
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